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12
月
議
会
は
12
月
２
日
㈬
開
会
予
定

　
27
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
２
日
㈬
午
前
10
時
に
開
会
予
定
で
す
。
会

議
の
日
程
な
ど
は
、
開
会
予
定
日
の
約
１
週
間
前
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
請
願
・

陳
情
は
、
開
会
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
が
、
今
期
定
例
会
で

協
議
さ
れ
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継　
本
会
議
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中
継
し
ま
す
。

通
常
は
会
議
の
翌
日
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
か
ら
録
画
中
継
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
（
４
８
３
）１
１
５
１
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
議
事
課
）

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う

　
災
害
時
な
ど
に
は
、地
域
の
人
が
協
力
し
合
っ
て
、救
助
活
動
を
行
う
な
ど
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
地
域
の
み
ん
な
で
守
る
「
共
助
」
が
大
切
で
す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た
め
に
、
地
域
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。
日
ご
ろ
か

ら
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
地
域
で
の
話
し
合
い
や
訓
練
を
す
る
こ
と
で
、
災

害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
成
し
た
自
主
防
災
組
織
は
、

市
か
ら
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の
結
成
の
相
談
な
ど
、
詳

し
く
は
総
合
防
災
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

協
議
会
委
員
・
市
民
委
員

　
本
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
を
５
つ
以
上
兼
ね
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

報
酬
は
会
議
１
回
に
つ
き
７
０
０
０
円
。
書
類
選
考
を
行
い
、
結
果
は
応
募
者

本
人
に
通
知
し
ま
す
。
応
募
書
類
は
非
公
開
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
八
千
代
市
介
護
保
険
事
業
運
営
協
議
会
委
員

　
計
画
策
定・運
営・評
価
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
▼
資
格　
市
内
在
住
で
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
、
介
護
の
経
験
、
知
識
ま

た
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
が
あ
る
人
。
年
１
回
〜
６
回
程
度
、
平
日

の
会
議
に
出
席
で
き
る
人　
▼
募
集
人
数　
65
歳
以
上
２
人
、
40
歳
〜
64
歳
２
人

▼
任
期　
28
年
２
月
１
日
か
ら
３
年
間　
▼
応
募
方
法　
12
月
15
日
㈫
午
後
５

時
必
着
で
、①
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
主

な
職
歴
と
現
在
の
職
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
介
護
活
動
の
経
歴
・
応
募
理
由
を

記
入
し
た
任
意
の
Ａ
４
用
紙
に
、
②
「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

８
０
０
字
程
度
の
作
文（
Ａ
４
原
稿
用
紙
）を
添
付
し
、
〒
２
７
６

－

８
５
０
１

市
役
所
長
寿
支
援
課
に
直
接
提
出
、郵
便
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

cyouju3@
city.yachiyo.chiba.jp

へ
送
付 

（
長
寿
支
援
課
）

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　
学
校
給
食
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
▼
資
格　
市
内
在
住
の
成
人
で
、
年
２
回
程
度
、
平
日
昼
間
の
会
議
に
出
席

で
き
る
人　
▼
募
集
人
数　
３
人　
▼
任
期　
28
年
２
月
１
日
か
ら
２
年
間

▼
応
募
方
法　
12
月
15
日
㈫
午
後
５
時
必
着
で
、
①
住
所・氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
・
主
な
職
歴
・
応
募
理
由
を
記
入
し
た
任
意
の
Ａ
４

用
紙
に
、
②
「
学
校
給
食
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作
文
（
Ａ

４
原
稿
用
紙
）を
添
付
し
、〒
２
７
６

－

０
０
４
７
吉
橋
２
７
０
３

－

１
西
八
千

代
調
理
場
に
直
接
提
出
、郵
送
、ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

nisicyouri@
city.

yachiyo.chiba.jp

へ
送
付 

（
西
八
千
代
調
理
場
（
４
０
６
）５
６
２
１
）

募
集

職員の給与など

借入金の返済など

生活保護費、児童
手当、障害者の支
援費など

道路、公園、学校
の建設や改修、用
地購入費など

災害によって被災
した施設の復旧に
係る経費

消耗品や備品の購
入費、光熱水費、
業務委託料など

負担金・補助金・
交付金など

特別会計へ支出し
た経費

債務負担行為支出予定額は
13.8％減の160億 3,498万円
　債務負担行為とは複数年度にわたる契約など
で将来にわたる支払いの約束をする行為です。
これは内容や期間、限度額について議会の議決
が必要になります。年度末の債務負担行為支出
予定額は前年度に比べ25億7,219万円（13.8パー
セント）減の160億3,498万円となりました。その
うち、土地・建物などの取得に関わるものは38
億6,694万円です。

給与収入（市税） 217万  422円 食費（人件費） 86万4,712円
医療費（扶助費） 101万7,058円
住宅・車のローンなどの
返済（公債費） 46万2,233円

住宅の増改築や車の
購入（投資的経費） 109万6,606円

光熱水費や生活消耗品
など（物件費） 73万4,143円

子どもへの仕送り
（繰出金） 36万1,945円

自治会費など
（補助費など） 20万6,473円

住宅や車の修理代
（維持補修費） 1万5,813円

雑支出（その他） 7万4,155円

預貯金（積立金） 353円

合計 483万3,491円

パート・家賃収入

使用料及び手数料）
（分担金及び負担金， 19万8,347円

（繰入金）
預貯金の取り崩し 22万9,132円

親からの援助
（国・県支出金, 交付税,
  譲与税, 各種交付金）

144万6,749円

住宅・車・生活費の
ローン借り入れ（市債） 67万5,012円

（繰越金ほか）
雑収入 28万  338円

合計 500万円

一般会計決算額を年収500万円の家計に置き換えました。家計の項目に沿って表現し
たため、厳密な意味では内容が異なる場合があります。（　）内は市決算の区分です。

一人当たりに使われた歳出の内訳
　26年度一人当たりの支出額
合計は31万3,402円でした。ど
の分野にどのくらい使われたか
見てみましょう。

消防活動や施設の維
持・管理、救急活動
など…１万643円

消防費医療、保健、ごみ処
理、環境保全など
…３万5,904円

衛生費高齢者・障害者・児
童福祉など
…11万1,887円

民生費

道路、橋、公園の整
備など…１万6,879円

土木費学校の管理運営や整
備、文化・スポーツ振
興など…６万6,859円

教育費

市の運営や市民活動、
防犯・防災など
…３万3,194円

総務費
議会や農業・商工振興など
…8,065円

その他
長期借入金の返済な
ど…２万9,971円

公債費

この特集は次ページに続きます

自
主
財
源

義
務
的
経
費

投
資
的

経　

費

そ
の
他
の
経
費

依
存
財
源

歳入
630億3,667万円 歳出

609億3,742万円

市　税
273億6,324万円

繰越金
16億7,222万円

繰入金
28億8,874万円

その他
43億6,272万円

国・県支出金
131億5,915万円

市　債
85億1,010万円

地方交付税
17億6,192万円

譲与税・
各種交付金
33億1,858万円

人件費
109億172万円

扶助費
128億2,238万円

公債費
58億2,752万円

普通建設事業費
138億2,426万円
災害復旧事業費

101万円

物件費
92億5,559万円
繰出金
45億6,316万円
補助費等
26億307万円

積立金
445万円

その他
11億3,426万円

特集 お知らせします八千代市の決算


